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The International Ozone Trends Panel 1988" (OTP) first reported the negative

ozone trends. "Scientific Assessment of Stratospheric Ozone: 1989　confirmed

the results of OTP and pointed out that future global ozone depletions could be

larger than originally predicted.　This paper reviews important findings after

the above-mentioned two Panel and shows results of the ozone DIAL at　　‖;S.

｢オゾンのその後｣の｢その｣とは何だろうか?　　オゾンホールが世界を揺るがしたこ　と､　オゾ

ンの減少ト　レンドが初めて確認されたこと､モントリ　オ-ル議定書やオゾン層保護法ができたこと､

西暦2　0　0　0年には特定フロンの生産･消費が全廃することが決ま　ったこと､国立環境研究所につ

いて言えば､オゾンD I A Lによる観測が始まったこと｡要するに､あの1 9　8　5年から1 9　8　9

年ごろまでの一連の盛り上がりのことであろう｡それから約2年､一部には｢2　0　0　0年にフロン

を本当に全廃できるように､代替フロ　ン開発を行ったり､途上国援助を行ったりするだけで十分で

ある｡　オゾン層の研究はも　う必要ない｡ ｣という声も聞かれる｡本当にそうなのか?また､その後

のオゾン問題についての認識に､　どのような変化があるのか?国立環境研究所のオゾンD I A Lは

本当に動いているのか?このようなことについてお話したい｡

1.丁成層__"圏オ_辛___ンの科学的知見_専ら阻するアセス___メ　㌢ト: 1 9　8　9年｣

wM O､　U N E P等による上記報告書では､重要な知見と　して以下の点を指摘している｡

①南極オゾンホールの主たる原因は､フロ　ン､ハロ　ン等を主たる起源とする塩素化合物､臭素化合

物である｡

②北極でも南極同様のオゾンを破壊し得る化学反応が進行しているが､オゾン破壊の程度は冬の気

象条件による｡

③ドブソ　ン分光光度計によるオゾン全量の解析による　と､ 1 9　6　9年から1 9　　　年の間に北半球

(3　0-6　4o N)で冬季に3-5% (年0. 1　　　0.　2　7　　　の減少傾向がある｡　これは､

既知の自然減少からは説明できない｡ (図1 )0

⑥アセスメ　ントに用いた数値モデルは､ ｢極成層圏雲(P s C) ｣の粒子表面における化学反応や

極地の気象の影響を取り入れていないので､フロ　ン等によるオゾン破壊を過小評価している可能

性がある｡

2.　フ　ロ　ン　の

現在の理論モデルが不完全であること､オゾンホールが地球規模のオゾン破壊に大きな役割を果

たす可能性のある　ことから､　2　0　0　0年にフロ　ン全廃を行う　こ　とになった(1 9　9　0年)｡　これは､

大気中の塩素濃度を早急にオゾンホール発生以前のレベルに戻す必要があるとの認識に基づく　もの

である｡　しかし､ 2　0　0　0年付近にフロンの濃度が最大になると　して､それがどの程度のオゾン減

少をもたらすのかは､未だに不明である｡
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3. 1 9　8　9　年のアセ　ス　メ　ント　以降の知見

1 9　9 1年3月にジュネーブで開かれたオゾン研究管理者会議における報告の中で､ WM Oのポ

ジコ　フは､ ｢ 1 9　8　9年のアセス　メ　ント以降で重要なことは､中緯度のオゾン減少である｣と述べ

た｡冬季のオゾン全量は､ 1 9　8　0年代後半に顕著に減少している(図2)｡　また､欧州の2　つの

観測所のオ　ゾンゾンデデータによると､　オゾン濃度が最大になる高度2 1 k mでは年率0.　5　%で

オゾンが減少している(図3)0

4.　国立環境研究所のオ　ゾンD I A L　の｢その後‡

オゾンD I A L　は1 9　　　年3月に導入され､ 1 9　8　　年8月から観測を開始した｡光学系､　デ

ータ処理系､光電子増倍管に若干の改良を施しながら､　オゾン定常観測(図4) ､気温鉛直分布の

集中観測(D Y A N A計面)への参加などを行ってきた｡得られたデータから､オゾンの高度別の

季節変化などについて解析を行っている｡気象庁によると1 9　8　9年､ 1 9　9　0年の冬には日本上

空で　　も記録的に低いオゾン全量が観測された｡国立環境研究所のオゾンD I A L　データに　も､高

度2　5　k mでは､過去2　0年間のオゾンゾンデデータの平均値より約1 0%低い濃度が現われた｡

1 9　9　0年度には5　0　回以上の観測を行ったが､ 1 9　9 1年1月から2　月にかけて高度2　5　k mの

オゾン濃度が低下していた.今後､　オゾンゾンデ特別観測データや気象データ等も使いながら､運

動の効果､　オゾン濃度の低い気塊の追跡などを通して､中緯度のオゾン変動の解明を進めたい｡

これまで見てきたよ　うに､　オ　ゾンの減少は確かに進行している｡　しかし､将来どの程度オ　ゾンが

少なく　なるか?また､　どこで､　どの季節に､　どの程度の期間オゾンが減少するのか?が分かってい

ない.このような問題を解決するには､観測､オゾン変動機構の解明､数値モデルの高度化等の研究

をこれまで以上に行う必要がある｡
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F i g. 1　0　z o n e t r e n d s a n d m o d e l p r e d i c t i o n
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Adjusted for Seasona一, Solar, QBO, and Nuciear Effects
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F皇gure　｡　Totaユ　ozone deviations C亀) fro絶　the long-term mean of the

紺orth ftmeric盈ね　丘n8　guropean stations for the winter months

(December一門亀reh)　The deviationsぬich盈r◎虚djusted for se組Ona1, solar,

gBO盈nd nucl金色r egf◎ct畜in鮎C盈te盈signifまC盈nt　幽clin⑳盈ft◎r　ユ970 (Bishop

dnd IJill, 1991).

1967　6?　ア且　73　75　　77　79　艶　色3　85

艶gur魯3 ｡　恥辱lvを-month running me弧a of the

OZone　　亀rti亀1　pressure　(nbar)　at the oZOn魯

maximum　(-21　km)　from neaJIy　20GO czonQ

sounding豊　each madョ　亀t th℡　0030日　St盈tion魯　亀も

P亀y匂rne　(Switz魯rl色nd)　an虚　Hohenpei豊senb◎rg

(Germ亀ny) shO脚　色very pronounced ozon⑳　deer3魯5@

つ　　about 0. 5ヽ　　per year　(Bojkov and

Attmannspacher , 1988).
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